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2020年3月期第3四半期の決算ハイライトです。
当第3四半期においては、欧州を中心に自動車生産台数の減少と建築用ガラスの供給
増により、市場環境のさらなる悪化が見られました。
売上高は、為替変動の影響に加え、主要地域の市場環境悪化等の影響により、前年
同期比7%減の4,258億円となりました。為替換算の影響を除くと、3%の減収です。
無形資産償却前営業利益は、前年同期比29%減の194億円となりました。
自動車用ガラス事業は、欧州で自動車生産台数の減少が継続していることに加え、第3
四半期には日本における消費税率引き上げに伴う需要の冷え込みの影響を受けました。
建築用ガラス事業は、欧州を中心に市場環境のさらなる悪化と稼働率の低下により、減
益となりました。一方、太陽電池パネル用ガラスの出荷は堅調に推移しています。
親会社所有者に帰属する当期利益は12億円となりました。前年同期より大きく減ってい
ますが、これは営業利益の減少に加え、前年同期に持分法投資利益として計上した一
過性の利益が当期にはなかったことが大きな要因です。
フリー・キャッシュ・フローについては、利益の減少に加え、戦略投資の進捗と運転資本の
変動等により、493億円のマイナスとなりました。
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連結損益計算書になります。
売上高、営業利益および親会社の所有者に帰属する当期利益については、スライド5
ページの通りです。
個別開示項目は、44億円のマイナスとなりました。第3四半期の3ヶ月間では、主に欧州
の自動車用ガラス事業におけるリストラクチャリング費用を計上しています。個別開示項
目の詳細については、補足資料の25ページに記載されています。
次にネット金融費用については、当期から適用したIFRS16号「リース」に伴って利息費用
が増加したものの、全体として、前年同期比7億円減少しました。
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無形資産償却前営業利益について、前年同期との差異について説明しています。
為替換算により前年同期に比べて17億円のマイナスになっています。
「販売数量/構成」は、大半が欧州の建築用、自動車用ガラス事業での販売数量減少
によるものです。加えて第3四半期には日本における消費税率引き上げに伴う自動車販
売冷え込みの影響を受けました。
「販売価格」は、建築用ガラス事業の欧州・東南アジア・米国などでガラスの供給が増え
たことにより悪化しました。
「原燃材料コスト」は、第3四半期に入ってからは欧州を中心にエネルギー価格の下落も
あり、約6億円改善しました。
「コストダウン、その他」は、建築用ガラス事業の欧州を中心とする稼働率の低下などの影
響が、これまでのコスト削減策等によるプラス効果を上回り、全体として2億円のマイナスと
なっています。
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主要財務指標の一覧になります。
「ネット借入」は、主にIFRS第16号「リース」の適用、戦略投資および運転資本の増加
による影響を受け、前期末に対して937億円増加し、4,114億円となりました。
「ネット借入/EBITDA比率」は、「ネット借入」の増加による影響を受けました。
「自己資本比率」は、為替換算の影響やIFRS第16号の適用により、前期末の16.2%
から12.9%へ減少しましたが、第2四半期末からは若干改善しています
「営業利益率」は、前年同期と比較して残念ながら低下しています。
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当社グループの事業セグメント毎の売上高の構成比を示しています。
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当社グループの建築用ガラス事業の業績についてご説明いたします。
売上高は前年同期比4%減の1,801億円となっていますが、欧州や南米の通貨安の影
響に加えて、第3四半期の市場環境の悪化で減収となりました。営業利益は前年同期
比44億円減の140億円となりました。過半が欧州での減益です。
欧州では、販売数量が減少したことに加えて、ユーロ安および域内でのガラス供給の増加
に伴い、第3四半期において販売価格が大幅に下落した影響を受け、減収となりました。
この売上減の影響に加え、稼働率の低下による影響が加わり、減益となりました。
アジアでは、太陽電池パネル用ガラスの販売数量が伸びて増収となりました。一方、東南
アジアで供給増を背景とした一般建築用ガラスの価格下落の影響を受け、全体では減
益となりましたが、日本では増益となりました。
北米でも太陽電池パネル用ガラスは堅調ですが、一般建築用ガラスの市場でガラス供給
が増加したことで、価格が下落し、減益となりました。
南米では、不透明な経済環境下にある中でも、現地通貨ベースの業績は堅調に推移し
ています。
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次に自動車用ガラス事業です。
自動車用ガラス事業全体では、為替換算の影響に加え、主に欧州での自動車生産の
減少による影響を受け、売上高は前年同期比9%減の2,146億円、利益は前年同期
比38億円減の53億円になりました。
欧州は、販売数量が減少し、減収減益となりました。域内の自動車販売は安定的です
が、第3四半期に入り欧州カーメーカーが在庫調整を進めていることなどにより、自動車生
産台数が減少しました。
アジアは、前年同期比減収減益となりました。日本では上期までは消費税率引き上げ前
の需要もあって出荷が堅調でしたが、消費税率引き上げ後は減収となりました。利益は
素板コストが増えたことに加えて、第3四半期に数量が減少したことで減益となりました。
米州は、建築用ガラス事業と同様に、為替換算の影響を受けました。売上高は、アルゼ
ンチン・ペソの下落などにより、前年同期比で7%の減収となりましたが、為替換算の影響
を除くと、2%の減少にとどまっています。
北米では生産効率改善により、増益となりました。南米の業績は前年並みの水準で推
移しています。ブラジルの業績は改善しています。
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最後に高機能ガラス事業です。
高機能ガラス事業全体では、レンズやグラスコードなど一部の事業では厳しい市場環境で
あった一方、ファインガラス事業では一層の利益改善が見られました。売上は、前年同期
比65億円減収の302億円、利益は前年同期比10億円減の54億円になりました。
セグメント別の状況ですが、ファインガラス事業は、継続的に続けてきましたコスト削減や
売上構成の改善が利益に反映しています。
プリンター用レンズおよびエンジンのタイミングベルトに使用されるグラスコードは減収減益と
なりました。グラスコードについては欧州や中国における自動車生産減少の影響を受けま
した。
バッテリーセパレーターの業績は安定的に推移しています。
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2020年3月期の連結業績予想になります。
ここまで説明しましたとおり、この第3四半期は市場環境のさらなる悪化の影響を受けてお
り、今後期末にかけても同様の減速傾向が続く見通しであることをふまえ、誠に遺憾なが
ら再度、通期業績予想を修正しております。
修正後の2020年3月期の業績予想ですが、第2四半期決算時に発表しました見通し
と比較して、売上高は、100億円減の5,600億円、無形資産償却前の営業利益は、
80億円減の230億円、親会社の所有者に帰属する当期利益は60億円減のマイナス
30億円となっております。

各事業の見通しは次のページでご説明します。
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事業別に前回の業績予想からの減益要因について説明します。
営業利益を80億円修正したうち建築用ガラス事業での要因は30億円です。ガラス供給
が増加したことにより、特に欧州と東南アジアにおいて販売数量・価格に下落圧力がかか
り、これにより設備稼働率も低下しています。
次に、自動車用ガラス事業での要因は40億円です。そのうち欧州が約半分、次いで日
本となります。欧州と日本での市場環境の悪化を反映しています。欧州カーメーカーの自
動車生産台数の減少による数量減と稼働率低下、日本での消費増税以降の急速な
数量減の影響が今年度を通じて続くものと見ております。
残り10億円が高機能ガラス事業での要因です。欧州・中国を中心とした自動車生産の
減少がグラスコードの需要減に影響するとみています。
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主要な収益改善施策の進捗についてご報告します。
事業損益の急激な悪化に伴いまずは欧州の収益立て直しが急務です。欧州自動車用
ガラス事業においては、イタリアを中心に工場人員の削減、設備集約に取り組んでおり一
定の成果を出してきましたが、それをさらに強化してまいります。
欧州建築用ガラス事業においては、窯のホットホールド、定期修繕の前倒しや長期化に
より供給削減を計画しております。これらは短期での収益改善に直結するものではありま
せんが、需給バランスの適正化を図ることが最終的には収益改善に寄与します。欧州以
外では、日本の建築用ガラス事業で、加工拠点統廃合や人員削減、値上げ活動を計
画通り進めており、改善効果も積みあがってきています。事業環境は決して楽ではありま
せんが、自社努力により収益改善を図っていきます。北米の自動車用ガラス事業において
は、生産効率改善の効果が継続して利益増に寄与しております。
全社的活動としては、従来から行っているOCS(operational cost saving)というコスト
削減活動に加えて、期末に向けて支出の削減にも取り組んでいます。また、VA化は収益
改善の重要施策であり、マーケティング部門の強化も含め引き続き注力しています。
一方、急激な変化に対応するべく、上述以外にも来期以降の損益改善につながる追加
施策が必要と考え現在鋭意検討を進めています。また、今後個別開示項目費用の発
生など、業績予想に大きな影響が見込まれる場合には、改めて公表いたします。
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成長への取り組みについてです。
戦略投資プロジェクトとして、太陽電池パネル用ガラスの増産投資、新興市場である南
米・アルゼンチンでのフロートライン新設の投資を進めております。
太陽電池パネル用ガラスについては、ベトナムの第2フロートラインは1月19日に火入れを
完了し、2月にも生産開始予定です。北米のフロートラインは来年度下期に稼働予定で
す。
南米の新フロートラインも建設は順調で、最新の計画では来期度下期に稼働予定で
す。
さらに、BICでは新事業開発の加速に向けて、既に発表しているPicoGene(ピコジーン)
も含めた複数のプロジェクトが順調に進行しております。
足元の業績が非常に厳しい状況ではありますが、将来の成長への取り組みは手を抜くこと
なく継続していきたいと考えております。
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市場環境がさらに悪化したことにより、第3四半期は厳しい決算となりました。
この環境が今後も当面続く見通しであることを踏まえ、残念ながら今期の通期業績予想
を再度下方修正いたしました。
なお、年度末に向け、戦略投資に伴う支出は増える見込みですが、戦略投資等を除い
た通常のベースのフリー・キャッシュ・フローについては引き続きプラスになるように改善を目
指してまいります。
環境の逆風はありますが、当社としては引き続き収益改善施策を着実に実行し、また成
長に寄与する投資・新事業開発にも取り組みながら、しっかり今後の収益改善を図ってい
きたいと考えております。
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